
３．原子力災害発生時の対応

管理職（校長・副校長・教頭等） 教職員 児童生徒

(※1)警戒事態(校区内で地震による被害が見込まれる場合は、地震発生時の基本対応に基づき対応)
(1)原子力発電所所在市町(福井県敦賀市、美浜町、おおい町)において震度６弱以上の地震が発生した場合

(2)福井県において大津波警報が発表された場合
(3)原子力施設の重要な故障等が発生した場合
(4)その他

状況および対応
管理職・教職員・児童生徒が取るべき行動

①原子力災害発生時の基本対応（授業中）

★的確な指示

「ドアと窓を閉めなさい。」

★安心するよう声をかける

「大丈夫、あわてるな！」

・近くのドアと窓を閉める。
警戒事態
発生
（※1）

・教職員の指示に従い、保護者

とともに帰宅する。

・保護者と連絡がつかない場合

は学校で待機継続

避難誘導

安全確認

第二次避難

【指定場所

（屋内）へ】

安全確認

避難状況等
の

●児童生徒の安全確認

・人数と安否確認（各教室）

（点呼の際、必ず顔を確認し

ながら名前を呼ぶ）

・安否報告 → 職員室へ

「○年○組、在籍○名、全

員避難完了」

・児童生徒の不安の緩和

（児童生徒に寄り添い、対話

で緊張・不安を和らげる。）

・行方不明者の捜査

●保護者への引き渡し

・引き渡しカードにより引き渡す。

・連絡がつかない児童生徒は、

そのまま待機させる。

保護者へ連絡

・放送をよく聞き、落ち着いて、

教職員の指示に従い避難する。

●緊急放送
「緊急連絡、緊急連絡。原子力

災害が発生しました。

・教室・廊下のドアや窓を全部し

めてください。
・換気扇をとめてください。」

●状況把握

・人数と安否確認

⇒行方不明者がいる場合

は捜索要員派遣

※今後の対応の指示

学校災害対策本部の設置
本部、総括、避難誘導・安否確認班、救護班、救急医療班

安全確認班、保護者対応班、特別教室班、避難所運営支援班 等を設置

●各班の役割分担に従い、行動する。

・安全な場所で待機する。

●状況把握

・児童生徒の安全確認と対応の確認

・保護者への連絡、引き渡しの指示

・教育委員会への連絡

屋 内 退 避 完 了

・点呼時には、返事とともに挙手

する。

●情報収集

・防災関係部局、消防署、警察署、
市教育委員会との連絡を取り、正
確な情報を入手する。

第一次避難

【教室等へ】

●児童生徒の心のケア→全ての児童生徒に対してケア

全 面 緊 急 事 態（※2） ま で に 保 護 者 へ 引 き 渡 し 完 了

保護者へ
引き渡し
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(※2)全面緊急事態
(1)原子力施設において公衆に放射線による影響をもたらす可能性が高い事象が生じた場合（例：全交流電源喪失）

(2)その他
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管理職（校長・副校長・教頭等） 教職員 児童生徒

(※2)全面緊急事態
(1)原子力施設において公衆に放射線による影響をもたらす可能性が高い事象が生じた場合（例：全交流電源喪失）

(2)その他

※校区に被害が見込まれるような地震が発生した後、まもなく全面緊急事態に至った場合は、「地震発生時の
基本対応」ではなく、本対応（「原子力災害発生時の基本対応」）に基づき、鉄筋コンクリート造の建物において
屋内退避を行うこと。

状況および対応
管理職・教職員・児童生徒が取るべき行動

全 面 緊 急 事 態 に 事 態 が 進 展
＜万が一引き渡しできない児童生徒がいる場合＞

屋 内 退 避 指 示 解 除 ま で 屋 内 退 避 継 続（鉄筋コンクリート造の建物）

・学校で待機継続●児童生徒の安全確認
・児童生徒の不安の緩和
（児童生徒に寄り添い、対話

で緊張・不安を和らげる。）
・保護者に引き続き連絡を取る。
・連絡が取れた場合、屋内退
避

指示が解除された後に迎え

に

●状況把握
・引き渡しできない児童生徒の安全

確認と対応の確認

・保護者への連絡の指示

・教育委員会へ当該児童生徒の人

数等の状況連絡

●保護者への引き渡し
・保護者に再度連絡を取り、引き

渡しカードにより引き渡す。

屋 内 退 避 指 示 解 除

●状況把握
・残っている児童生徒の安全確認と

対応の確認

・保護者への連絡、引き渡しの指示

・教育委員会へ当該児童生徒の引

き渡し状況連絡

保護者へ連絡

保護者へ
引き渡し

広域避難先へ

避難

【指定避難先

施設へ】

避難先施設に

おいて保護者へ

引き渡し

（屋 内 退 避 継 続 中）校 区 避 難 指 示
＜万が一引き渡しできない児童生徒がいる場合＞

・教職員の指示に従い、保護者

とともに帰宅する。

・避難先施設まで教職員ととも

に避難する。
●状況把握
・避難の際の児童生徒の安全確認と

対応確認

・教育委員会へ避難状況連絡

●避難先施設へ避難
・児童生徒の不安の緩和

（児童生徒に寄り添い、対話

で緊張・不安を和らげる。）

・保護者に避難先施設において、

引き渡しカードにより引き渡す。

安全確認

※避難先施設に到着するまでの地点（一時集合場所や避難中継所）で保護者と会うことができる場合は、

状況に応じて引き渡す。
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②原子力災害発生時の基本対応（休憩中）

管理職（校長・副校長・教頭等） 教職員 児童生徒

(※1)警戒事態(校区内で地震による被害が見込まれる場合は、地震発生時の基本対応に基づき対応)
(1)原子力発電所所在市町(福井県敦賀市、美浜町、おおい町)において震度６弱以上の地震が発生した場合

(2)福井県において大津波警報が発表された場合
(3)原子力施設の重要な故障等が発生した場合
(4)その他

状況および対応
管理職・教職員・児童生徒が取るべき行動

★的確な指示

「ドアと窓を閉めなさい。」

★安心するよう声をかける

「大丈夫、あわてるな！」

・近くのドアと窓を閉める。

・教職員の指示に従い、保護者

とともに帰宅する。

・保護者と連絡がつかない場合

は学校で待機継続

安全確認

安全確認

避難状況等
の

●児童生徒の安全確認

・人数と安否確認（各教室）

（点呼の際、必ず顔を確認し

ながら名前を呼ぶ）

・安否報告 → 職員室へ

「○年○組、在籍○名、全

員避難完了」

・児童生徒の不安の緩和

（児童生徒に寄り添い、対話

で緊張・不安を和らげる。）

・行方不明者の捜査

●保護者への引き渡し

・引き渡しカードにより引き渡す。

・連絡がつかない児童生徒は、

そのまま待機させる。

保護者へ連絡

保護者へ
引き渡し

・放送をよく聞き、落ち着いて、

教職員の指示に従い避難する。

●緊急放送
「緊急連絡、緊急連絡。原子力

災害が発生しました。

・外にいる人はすぐに校舎に入り

なさい。

・教室・廊下のドアや窓を全部し

めてください。
・換気扇をとめてください。」

●状況把握

・人数と安否確認

⇒行方不明者がいる場合

は捜索要員派遣

※今後の対応の指示

学校災害対策本部の設置
本部、総括、避難誘導・安否確認班、救護班、救急医療班

安全確認班、保護者対応班、特別教室班、避難所運営支援班 等を設置

●各班の役割分担に従い、行動する。

・安全な場所で待機する。

●状況把握

・児童生徒の安全確認と対応の確認

・保護者への連絡、引き渡しの指示

・教育委員会への連絡

屋 内 退 避 完 了

・点呼時には、返事とともに挙手

する。

●情報収集

・防災関係部局、消防署、警察署、
市教育委員会との連絡を取り、正
確な情報を入手する。

第一次避難
【教室等へ】

●児童生徒の心のケア→全ての児童生徒に対してケア

第二次避難

【指定場所

（屋内）へ】

全 面 緊 急 事 態（※2） ま で に 保 護 者 へ 引 き 渡 し 完 了

警戒事態
発生
(※1)

避難誘導
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(※2)全面緊急事態
(1)原子力施設において公衆に放射線による影響をもたらす可能性が高い事象が生じた場合（例：全交流電源喪失）

(2)その他

管理職（校長・副校長・教頭等） 教職員 児童生徒

(※2)全面緊急事態
(1)原子力施設において公衆に放射線による影響をもたらす可能性が高い事象が生じた場合（例：全交流電源喪失）

(2)その他

※校区に被害が見込まれるような地震が発生した後、まもなく全面緊急事態に至った場合は、「地震発生時の
基本対応」ではなく、本対応（「原子力災害発生時の基本対応」）に基づき、鉄筋コンクリート造の建物において
屋内退避を行うこと。

状況および対応
管理職・教職員・児童生徒が取るべき行動

全 面 緊 急 事 態 に 事 態 が 進 展
※万が一引き渡しできない児童生徒がいる場合

屋 内 退 避 指 示 解 除 ま で 屋 内 退 避 継 続（鉄筋コンクリート造の建物）

・学校で待機継続●児童生徒の安全確認
・児童生徒の不安の緩和
（児童生徒に寄り添い、対話

で緊張・不安を和らげる。）
・保護者に引き続き連絡を取る。
・連絡が取れた場合、屋内退
避

指示が解除された後に迎え

に

●状況把握
・引き渡しできない児童生徒の安全

確認と対応の確認

・保護者への連絡の指示

・教育委員会へ当該児童生徒の人

数等の状況連絡

●保護者への引き渡し
・保護者に再度連絡を取り、引き

渡しカードにより引き渡す。

屋 内 退 避 指 示 解 除

●状況把握
・残っている児童生徒の安全確認と

対応の確認

・保護者への連絡、引き渡しの指示

・教育委員会へ当該児童生徒の引

き渡し状況連絡

保護者へ連絡

保護者へ
引き渡し

広域避難先へ

避難

【指定避難先

施設へ】

避難先施設に

おいて保護者へ

引き渡し

（屋 内 退 避 継 続 中）校 区 避 難 指 示
※万が一引き渡しできない児童生徒がいる場合

・教職員の指示に従い、保護者

とともに帰宅する。

・避難先施設まで教職員ととも

に避難する。
●状況把握
・避難の際の児童生徒の安全確認と

対応確認

・教育委員会へ避難状況連絡

●避難先施設へ避難
・児童生徒の不安の緩和

（児童生徒に寄り添い、対話

で緊張・不安を和らげる。）

・保護者に避難先施設において、

引き渡しカードにより引き渡す。

安全確認

※避難先施設に到着するまでの地点（一時集合場所や避難中継所）で保護者と会うことができる場合は、

状況に応じて引き渡す。
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③原子力災害発生時の基本対応（登下校中）

管理職（校長・副校長・教頭等） 教職員 児童生徒

(※1)警戒事態(校区内で地震による被害が見込まれる場合は、地震発生時の基本対応に基づき対応)
(1)原子力発電所所在市町(福井県敦賀市、美浜町、おおい町)において震度６弱以上の地震が発生した場合

(2)福井県において大津波警報が発表された場合
(3)原子力施設の重要な故障等が発生した場合

状況および対応
管理職・教職員・児童生徒が取るべき行動

屋 内 退 避 完 了

安全確認

避難状況等
の

●保護者への引き渡し

・引き渡しカードにより引き渡す。

・連絡がつかない児童生徒は、

そのまま待機させる。

保護者へ連

保護者へ
引き渡し

●巡回誘導

・自動車にて登下校中の
児童生徒に指示をする。

「緊急連絡、緊急連絡。原子力
災害が発生しました。避難場所
へ移動しましょう。家が近い人は
家に帰りましょう。」

学校災害対策本部の設置
本部、総括、避難誘導・安否確認班、救護班、救急医療班

安全確認班、保護者対応班、特別教室班、避難所運営支援班 等を設置

●状況把握

・児童生徒の安全確認と対応の確認

・保護者への連絡、引き渡しの指示

・教育委員会への連絡

●情報収集

・防災関係部局、消防署、警察
署、市教育委員会との連絡を取
り、正確な情報を入手する。

第一次避難

【指定場所

（屋内）へ】

・自宅に帰るまたはみんなで注意

して 学校へ向かう。

・確認できない子どもがいる際に

は、付近を捜索し、不明でも学校

に向 かうが、学校到着後教職員

に報告する。

・教職員の指示に従い、保護

者

とともに帰宅する。

・保護者と連絡がつかない場

合

は学校で待機継続

※幼稚園は、基本的に保護者

が送迎するので、対応の仕

・学校に避難する。

※家が近い人は家に帰る。

学校

・学校へ来た場合は、教職員

の指示に従い、教室等の安全

な場所に避難する。

●児童生徒の
所在確認と保護

・児童生徒の安否確認およ
び
安全確保をする。
・校内残留児童生徒の安否
確認と保護、誘導
・通学路、避難場所の児童生
徒の安否確認
※児童生徒の避難確認カー
ドまたは、地区別児童生徒名
簿を持参する。

●保護者・地域と連携
し
児童生徒の所在確認
・校内を確認
・通学路を確認
・避難場所を確認
・自宅を確認

●総括本部
校長は、状況把握

・児童生徒の人数と安否確認

⇒行方不明者がいる場合は

捜索要員派遣

●児童生徒の心のケア→全ての児童生徒に対してケ

全 面 緊 急 事 態（※2） ま で に 保 護 者 へ 引 き 渡 し 完 了

●関係機関へ連絡

・教育委員会事務局への連絡

・市災害対策本部への連絡

・外部との対応

警戒事態
発生
(※1)

一斉放送・広
報車などによ
る避難指示
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(4)その他
(※2)全面緊急事態
(1)原子力施設において公衆に放射線による影響をもたらす可能性が高い事象が生じた場合（例：全交流電源喪失）

(2)その他
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管理職（校長・副校長・教頭等） 教職員 児童生徒

(※2)全面緊急事態
(1)原子力施設において公衆に放射線による影響をもたらす可能性が高い事象が生じた場合（例：全交流電源喪失）

(2)その他

※校区に被害が見込まれるような地震が発生した後、まもなく全面緊急事態に至った場合は、「地震発生時の
基本対応」ではなく、本対応（「原子力災害発生時の基本対応」）に基づき、鉄筋コンクリート造の建物において
屋内退避を行うこと。

状況および対応
管理職・教職員・児童生徒が取るべき行動

全 面 緊 急 事 態 に 事 態 が 進 展
※万が一引き渡しできない児童生徒がいる場合

屋 内 退 避 指 示 解 除 ま で 屋 内 退 避 継 続（鉄筋コンクリート造の建

・学校で待機継続●児童生徒の安全確認
・児童生徒の不安の緩和
（児童生徒に寄り添い、対話

で緊張・不安を和らげる。）
・保護者に引き続き連絡を取
る。
・連絡が取れた場合、屋内退
避

指示が解除された後に迎え

●状況把握
・引き渡しできない児童生徒の安全

確認と対応の確認

・保護者への連絡の指示

・教育委員会へ当該児童生徒の人

数等の状況連絡

●保護者への引き渡し
・保護者に再度連絡を取り、引

き渡しカードにより引き渡す。

屋 内 退 避 指 示 解 除

●状況把握
・残っている児童生徒の安全確認と

対応の確認

・保護者への連絡、引き渡しの指示

・教育委員会へ当該児童生徒の引

き渡し状況連絡

保護者へ連

保護者へ
引き渡し

広域避難先

へ避難

【指定避難先

施設へ】

避難先施設に

おいて保護者へ
引き渡し

（屋 内 退 避 継 続 中）校 区 避 難 指 示
※万が一引き渡しできない児童生徒がいる場合

・教職員の指示に従い、保護

者

・避難先施設まで教職員ととも

に避難する。
●状況把握
・避難の際の児童生徒の安全確認

と対応確認

・教育委員会へ避難状況連絡

●避難先施設へ避難
・児童生徒の不安の緩和

（児童生徒に寄り添い、対話

で緊張・不安を和らげる。）

・保護者に避難先施設において、

引き渡しカードにより引き渡す。

安全確認

※避難先施設に到着するまでの地点（一時集合場所や避難中継所）で保護者と会うことができる場合は、

状況に応じて引き渡す。
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④原子力災害発生時の基本対応（校外行事中）

管理職（校長・副校長・教頭等） 教職員 児童生徒

(※1)警戒事態(校区内で地震による被害が見込まれる場合は、地震発生時の基本対応に基づき対応)
(1)原子力発電所所在市町(福井県敦賀市、美浜町、おおい町)において震度６弱以上の地震が発生した場合

(2)福井県において大津波警報が発表された場合
(3)原子力施設の重要な故障等が発生した場合
(4)その他

【留意事項】

⑥学校へ戻る場合、戻った後は「（授業中）」と同様の方法で保護者へ引き渡す。

③電車やバス等で移動中も災害が発生する可能性があること等を踏まえておく。

④修学旅行等宿泊を伴う行事の場合、夜間の睡眠中あるいは停電には、建物の構造に不慣れなことか ら、特に混乱が生
じやすいことなども想定しておく。

⑤キャンプなどで火気使用中の場合は、火災発生の恐れがあることなども想定しておく。

状況および対応
管理職・教職員・児童生徒が取るべき行動

①校外行事等において海へ出かけるときには、津波等が発生することを想定しておく。

②下見の際には避難経路や、避難場所等についても確認しておく。

学校等への
連絡

対応決定

保護者へ連絡

●関係機関へ連絡
・学校から教育委員会へ報告

・学校から保護者へ連絡

・教育委員会の指示を受けると
ともに、地元公共機関へ救援
要請

※県外での学習活動中に、県

内で原子力災害が発生した場

合は、学校または教育委員会と

連絡をとり、指示を受けて対応

する。

●学校等へ連絡
・状況を報告し、指示を受ける。

・地元公共機関へ救援要請

学校災害対策本部の設置

●総括本部
・現地の情報収集
・報道対応等

・点呼時には、返事とともに挙手
する。

●情報収集
・防災関係部局、消防署、警察署、

市教育委員会との連絡を取り、正

確な情報を入手する。

●連絡

・原子力災害の発生を校外活動
中の教職員へ伝える。

屋 内 退 避 完 了

●児童生徒の安全確認

・人数と安否確認

（点呼の際、必ず顔を確認し

ながら名前を呼ぶ）

・安否報告

「○年○組、在学○名、欠席

○名、出席○名、全員避難

完了」

・児童生徒の不安の緩和

（児童生徒に寄り添い、対話

で緊張・不安を和らげる）

・テレビ、ラジオ、電話等で地

元の被害状況の把握
・地元の公共機関への連絡

⇒必要に応じて、救援要請

●屋内退避
・近くの避難施設（屋内）へ避難

する。 ・教職員の指示に従い、近くの避

難施設（屋内）へ避難する。

警戒事態
発生
(※1)

最寄りの安全
な場所（屋
内）へ避難
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ひな形
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⑤原子力災害発生時の基本対応（在宅中）

管理職（校長・副校長・教頭等） 教職員 児童生徒

(※1)警戒事態(校区内で地震による被害が見込まれる場合は、地震発生時の基本対応に基づき対応)
(1)原子力発電所所在市町(福井県敦賀市、美浜町、おおい町)において震度６弱以上の地震が発生した場合

(2)福井県において大津波警報が発表された場合
(3)原子力施設の重要な故障等が発生した場合
(4)その他

状況および対応
管理職・教職員・児童生徒が取るべき行動

・不要不急の外出を控える。

●児童生徒・保護者
・できるだけ早く状況を学校へ
連絡する。

被害状況の
把握

被害状況の
報告

●教職員が学校へ参集
・原子力災害が発生した場合、

原則として全員学校等に集合

（原則として、自動車を使用）

●教職員の安否確認

○通学地域の被害状
況
確認

○児童生徒および家族
の安否確認

●休校などの連絡

・保護者へ休校等の連絡
保護者へ連

児童生徒の
安否確認

自宅等での確認

避難所等の確

学校災害対策本部の設置

地域防災拠点（運営委員会）の開設

地

域

住

民

避

難

●参集した教職員により役割分担を行い、行動開始

●関係機関へ連絡
・教育委員会事務局への連絡

・市災害対策本部への連絡

・外部との対応

○校内の安全確認
○施設の被害状況調査
○避難場所の確認

●連絡調整者
・学校にいち早く到着し、地域

防災拠点運営委員会メン

バー

と今後の対応等について協
議・調整する。

●担任および地区担当
教員による確認

※地区別児童生徒名簿
を

警戒事態
発生
(※1)

学校等へ参
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